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本
康
高
校
岡
窓
会
の
昭
和
六
十

一
年

度
通
常
総
会
は
、

去
る
六
月
十
四
日
午

援
三
時
半
か
ら
埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

本
字
度
は
井
上
悪
、

染
野
刑
七
、

開
模
み
よ
三
恩
師
を
船
騨

し
て
阻
交
を
暖
め
、

総
会
終
了
援
の
テ

ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
不
高
Ｏ
Ｂ
の
記

念
演
茶
会
告
案
し
ん
だ
。

総
会
は
問
会
長
の
挨
拶
の
後
、

立
川

副
会
長
誘
長
と
な
り

一
、

昭
和
六
十
年
度
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
報
告

（
江
原
会
計
）

二
、

監
査
報
告

（
山
本
監
事
）

三
、

昭
和
六
十

一
年
度
事
業
部
田
遊

び
に
収
支
予
算
案
承
認

（
江
原
会

計
）

四
、

役
員
改
選

（
立
川
議
長
）

五
、

新
会
長
換
拶
並
ひ
に
新
役
員
紹

介

（
岡
会
長
）

六
持

各
支
部
長
紹
介

以
上
の
機
寧
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
会
会

一
致
で
承
認
さ
れ

た
。そ

の
あ
と
来
賀
と
し
て
母
稜
校
長
高

山
莞
先
生
及
び
懸
師
を
代
表
し
て
井
上

顧
先
生
の
祝
辞
を
頂
き
盛
会
裡
に
終
了

た

。

初
冬
の
候
、

会
員
各
舷
に
は
む
健
勝

に
て
お
遇
む
じ
の
こ
と
と
お
慶
び
申
じ

上
げ
ま
す
。

平
素
、

国
窓
会
の
運
営
に

は
深
い
０
理
解
を
賜
り
，

格
段
の
む
筋

力
を
買
い
て
い
る
こ
と
に
深
麗
な
る
謝

意
を
表
し
、

愛
心
よ
り
厚
く

翻
礼
字

し
上
げ
ま
す
。

舞
て
、

待
望
の

本
高

日
窓
会
報
第
六
号
が
発
行
さ
れ
る
選
び

と
相
成
り
ま
し
た
。

む
披
亮
頑
け
れ
ば

幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

本
年
六
月
に
開
催

さ
れ
た
昭
和
六
十

一
年
度
本
度
高
校
開

窓
会
定
期
総
会
も
ぃ

懸
師
、

井
上
惑
、

染
野
利
七
、

閣
根
み
よ
、

三
発
生
を
お

招
き
じ
て
盛
会
経
に
無
事
終
了
数
じ
ま

し
た
。

数
に
題
ん
で
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

簿
様
の
本
高
田
懇
会
も
、

年
を

違
う
毎
に
、

充
実
し
、

発
震
の

一
路
を

迪
っ
て
お
り
ま
す
。

組
織
の
整
蘭
拡
充

昭
和
６‐
年
度
事
業
計
画

６‐
年
４
月
　
定
例
役
輿
会

Ｓ
月
　
定
例
役
員
会

闘
懇
会
会
報
ｈ
Ｓ
発
行

６
月

定
柳
役
員
会

定
期
絶
会
開
徳

７
月

定
例
役
輿
会

高
校
野
球
応
鍵

８
月

定
例
役
員
会

９
月
　
定
例
役
員
会

中
高
題
絡
会

的
局
　
鷲
例
炒
員
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
懇
談
会

Ｈ
月
　
定
例
役
員
会

闘
窓
会
会
報
路
６
発
行

会
員
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン

‐２
月
　
定
例
役
員
会

事
業
所
支
部
と
の
懇
談
会

６２
牢
―

月
　
定
例
役
員
会

２
月
　
定
働
役
員
会

新
牢
会

支
部
長
会
議

３
月
　
定
例
役
員
会

新
会
員
入
会
式

花

孝

と
相
侯
っ
て
、《

員
聞
に
、よ

り

一
題
繁

密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
し

親
購
の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

来
年
に
は
、

態
々
水
高
創
立
六
十
五
麗

軍
孝
迎
え
ま
す
。

何
か
謡
念
軍
業
に
相

応
し
い
催
し
を
と
考
え
て
お
り
ま
す
が

皆
様
に
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
が
む
ざ

い
ま
し
た
ら
ご

一
報
下
さ
い
。

会
輿
各

位
の
進
ん
で
の
む
参
加
を
歓
迎
い
た
し

ま
す
。

会
長
始
め
本
部
役
員

や
同
、

会

員
各
位
の
む
期
待
に
添
う
べ
く
、　

一
致

協
力
、

同
窓
会
設
立
の
末
旨
に
則
，
て

鋭
慧
、

努
力
致
す
所
存
で
む
さ
い
ま
す

の
で
、

今
後
共
、

宣
敷
く
む
支
援
む
賜

力
の
構
お
醸
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本

部

役

員

会

長
　
岡

箱
孝

副
会
長
一
立
畑
太
作
、

竹
並
栄

一
郎
、

橋
爪
茂
夫
、

闘
田

一
郎
、

書
卸
建
治
、

高
木
彼
子
、

竹
内
構
四
郎

（
教
頭
）
繕
密
　
浮
、

萩
原
甚
王
郎

会
　
計
　
戸
谷
金
苑
、

江
原
簿
奮

監
　
導
　
出
本
厚
生
．

内
野
ヨ
シ
ユ

顧

間
　
編
原
英
雄
、

簿
翻
醒
次

（
綾
長
）
高
山

晃

同
窓
会
長

関
進
路
状
況
に
思
う

校
長

一角

一出

三
原
出
の
大
噴
火
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞

い
て
、

私
の
本
校
在
学
当
時
の
浅
閣
曲

の
噴
火
と
、

た
な
び
く
噴
煙
を
思
い
鶴

し
ま
す
。

同
か
世
の
中
が
大
き
く
変
動

す
る
兆
を
予
感
す
る
。

良
い
方
向
に
変

わ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

さ
て
，

同
窓
会
員
の
皆
様
の
本
校
に

寄
せ
る
慶
確
心
を
ひ
じ
ひ
し
と
感
じ
、

感
謝
じ
て
お
り
ま
す
、

そ
の
具
体
的
な

事
柄
の

一
つ
は
大
学
等
の
進
学
率
の
間

題
で
す
。

旧
制
中
学
時
代
と
高
等
学
校

に
な
っ
て
か
ら
と
近
年
の
選
路
状
況
の

変
化
、

時
代
の
変
化
と
は
い
え
、

も
っ

と
良
い
成
果
を
期
待
す
る
声
で
す
。

学

校
と
じ
て
は
、

題
学
率
を
高
め
る
た
め

の
対
策
脅
検
討
し
、

可
能
な
事
項
か
ら

芋
密
つ
け
て
い
ま
す
。

役
立
つ
「
進
臨

の
し
お
り
」
を
発
行
し
、

金
生
捷
へ
配

布
、

第

一
学
年
に
も
模
試
弁
受
け
さ
せ

る
な
ど
、

い
る
い
ろ
窓
男
が
あ
る
と
こ

ろ
で
す
が
、

平
繋
の
授
業
の
充
実
と
、

目
的
を
持
っ
て
題
学
に
備
え
る
惑
欲
を

燃
や
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

受
験
郷
慶
が

あ
る
眼
り
こ
れ
を
突
破
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

生
健
の
目
愛
を
健
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、

本
校
の
社
会
的
な
俵
範
の
強
さ
の
悪
議

を
理
解
頂
き
、

今
後
と
も
恵
欲
あ
る
統

人
生
を
迎
え
る
た
め
閣
窓
会
買
の
方
々

の

や
題
の
御
支
援
と
卸
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

高
校
生
活
の
充
実
と
進

路
達
成
が
同
じ
方
途
と
考
え
て
い
る
昨

今
で
す
。
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昨
年
、

意
外
な
む
野
解
を
い
た
だ
い

た
の
で
、

と
本
宰
も
同
様
の
企
画
を
編

業
部
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

顧
間
の
先

生
方
の
ご
協
力
で
以
下
の
む
報
告
と
な

り
ま
し
た
。

会
体
に
上
昇
ム
ー
ド
、

ほ

孝
朝
ミ
ン
で
し
ょ
う
か
。

（
　
）
内
数

字
は
、

部
員
数
で
男

・
ズ
の
順
で
す
。

加
入
率
は
７９

・
７
％
で
じ
た
。

文

芸
部

（
７

・
‐６
）は
、

年
一
下

三

日
の
締
葉
発
行
を
中
心
に
活
動
。

指
構

雰
に
は

「
逸
総

」
審

一号
窪
舞

・Ｊ。

社

研
部

（
１２

・
２４
）
は
、

「
い
じ
め

」
を
テ
ー

マ
に
研
究
を
遷
め
、

柏
樹
察

に
ま
と
め
て
発
表
し
た
。

考
古

学
部

（
１０
・
１０
）
は
、

例
年
通

り
、

六
月
の
中
開
発
表
と
九
月
の
楠
樹

祭
で
の
発
表
に
中
い
密
躍
い
た
研
究
溝

動
。

一
首
策
」
が
本
年
度
の
テ
ー
マ
。

化

学
部

（
Ｓ

・
６
）
は
、

テ
ー

マ
を

特
定
せ
ず
，

折
々
に
部
員
の
希
望
で
研

究
選
日
を
設
定
、

基
礎

・
基
本
を
襲
福

し
た
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

生

物

部

（
３

●
３
）
は
、

両
生
類
の

実
験
動
物
宅
を
中
心
テ
ー

マ
に
研
究
じ

柏
観
察
に
発
表
、

要
に
、

「
イ
モ
リ
の

簿
形
成
に
つ
い
て
」
の
テ
ー

マ
で
案
北

か
ら
金
質
に
選
は
れ
て
興
科
学
震
中
央

震
に
出
品
．

優
農
賞
を
受
け
た
。

少
な

い
都
輿
な
が
ら
中
味
の
あ
る
藁
額
を
強

し
た
。

地

学
部

倫
ザ

ー７
）
は
、

一種

盟
、

気

象
，

流
星
、

天
体
写
真
、

地
質
の
五
班

に
分
れ
て
活
動
し
、

一．太
陽
黒
点
の
増

滅
」
で
地
区
選
の
金
錯
、

こ
れ
も
科
学

震
中
央
撰
で
優
良
策
を
得
た
。

不
断
の

地
遭
な
観
測
の
成
果
と
い
え
る
。

電

気

部

（湾

・
―
）
は
、

か
つ
て
の

ア
マ
点
線
か
ら
、

近
年
パ
ソ
コ
ン
が
主

流
と
な
り
、

パ
ソ
コ
ン
操
作

・
ソ
フ
ト

作
り
が
柱
で
あ
る
。

躍
文
社
室
穫
の
ソ

フ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

ヘ
の
応
碁
字
統
け
て

い
る
。

英

撤
部

（靖
・崎
）
は
、漉

芥

送
通
、

夏
季
の
外
人
と
の
生
の
会
簿
練
雷
、

葉

籍
検
定
挑
戦
等
が
中
心
で
、

英
検
二
級

の
合
格
を
日
標
に
し
て
い
る
。

吹

奏

業

部

倉
ワ
一Ｓｆ
）
は
．

一金

蔀

員
が
差
力
、

高
価
な
条
器
の
購
入
に
番

労
し
な
が
ら
も
，

六
月
に
第
お
固
定
期

演
奏
会
の
磁
功
で
勢
い
に
乗
り
、

八
用

の
埼
玉
県
吹
奏
策
コ
ン
ク
ー
ル
の
高
校

二
部
で
金
賞
、果

大
会
で
も
優
秀
黄
、次

い
で
ヤ

一
月
の
興
ア
ン
サ
ン
グ
ル
コ
ン

テ
ス
ト
で
は
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
五
題
奏

で
銀
賞
、

打
条
器
ア
ン
サ
ン
グ
ル
で
録

賞
と
上
昇
気
運
を
走
り
続
け
ま
し
た
。

フ
オ
ー

ク

ソ

ン
グ
部

（那
・

輝
）

は
、

五
月
の
二
牢
ヨ
ン
サ
ー
ト
、

六
月

の
五
年
ヨ
ン
サ
ー
ト
、

七
月
の

一
学
生

発
表
会
な
ど
学
年
別
コ
ン
サ
ー
ト
五
圏

を
年
間
に
配
し
、

柏
樹
察
に
会
力
投
球

装

術

部

（１７

・
・９
）
は
、

”憂

専

生

旅
行
に
始
ま
っ
て
一

五
月
の

果
美
術

霞
、

市
内
で
行
う

「
六
月
震
」
、

慶
季

写
生
旅
行
．

柏
横
無
、

十

一
月
の
県
北

震
等
と
体
み
な
く
藩
勤
、

県
業
術
震
は

二
人
、

市
民
撰
の
「
麓
療
震
」
で
は
大

人
の
人
選
者
を
出
し
た
。

客

遺

部

（０

・
７
）
も
．

少
△
黙
で

は
あ
る
が
毎
相
簡
動
し
、

多
方
面
に
作

品
を
発
表
、

第
二
田
日
本
武
題
館
書
写

欝
題
大
撰
麗
余
で
優
秀
団
体
賞
、

近
江

紳
窟
全
国
駄
欝
震
で
は
、

簿
田
美
穂
子

（
３
年
）
が
鹸
書
会
関
を
得
た
。

演

劇
部

（５

。
１５
）
は
、

一最
播
劇

題
盟
に
加
わ
り
、

公
顔
会
、

地
域
高
※

※
校
と
の
交
流
な
ど
学
翌
を
露
ね
、

例

年
通
り
年
三
国
の
公
演
を
目
指
し
て
い

る
。

溝
気
復
活
の
ム
ー
ド
で
あ
る
。

茶

道
部

（
―

・
３０
）
は
，

水
曜
日
の

放
素
後
を
た
例
日
に
～

平
芋
朗
の
け
い

首
を
続
け
て
い
る
。

放

送
部

（Ｓ

・
２．
）
は
、

待
ち
わ
び

た
男
子
が
入
部
、

活
気
が
急
上
舞
だ
。

六
月
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
、

福
本
宣
子

（
２
年
）
が
地
区
予
選
の
五

人
の
通
過
者
に
入
り
気
を
は
い
た
。

図
書
部
（５
●
ａ
）は
、

「
鍵
中
納

雷
肪緊
督
、
「
犠
鈴
日
報
」
、
「伊
勢

物
語
」
を
輪
誘
、

柏
樹
祭
に
は

「
平
安

文
学
に
お
け
る
結
婚
」
を
発
表
し
た
。

新
聞

部

（
７

・
０
）
は
、

部
員
が
少

な
い
上
に
他
の
部
潜
と
の
か
り
も
ち
が

多
く
．

念
願
の
定
期
発
行
へ
の
道
程
は

速
い
。

写

真
部

（９

●
４
）
は
、

工奮

農

、

柏
樹
祭
、

二
用
躍
へ
の
発
表
を
軸
に
作

品
発
表
を
地
題
に
積
み
上
げ
て
い
る
。

醒
碁

・
将
横
部

（１２
・
０
）
は
ヽ

本
年
か
ら
二
つ
の
部
が
合
併
し
て
活
性

能
を
め
ざ
じ
．

水

・
土
曜
日
を
練
闇
日

と
し
て
県
大
会
へ
も
出
場
じ
て
い
る
。

音

業
部

（
３

・
７
）
は
、

少
△

臥
で

楽
じ
め
る
曲
を
練
闇
じ
て
来
た
が
、

一

。
二
年
の
部
輿
が
な
く
体
部
状
態
。

弓

道

部

（１７

・
‐７
）
は
、

毎
日
の
練

醤
を
欠
か
ど
ず
が
ん
は
っ
て
い
る
が
、

コ
ー

チ
確
保
と
道
場
の
整
備
と
い
う
課

題
が
昨
年
田
様
残
っ
て
い
る
。

剣
道
部
（２０
，
９
）
は
、

男
子
部
買

が
増
え
、

煙
日

一
時
閣
半
の
練
留
に
励

ん
で
い
る
。

そ
の
成
果
は

一
寸
先
か
。

柔
道
部
（博
・
８
）は
、

一畳
ふ
れ
た

繋
質
の
選
手
が
多
い
が
、軽
・中
醸
級
に

集
中
す
る
た
め
団
体
戦
は
い
ま

一
歩
。

来
替
の
階
級
別
に
期
待
が
綾
て
る
。

サ

ツ

カ
ー
数
野
的
・２
）
は
、

果
北

大
会
弾
優
勝
、

各
種
果
大
会
で
は
ベ
ス

ト
８
Ｐ
海
の
好
成
標
だ
が
、

こ
こ
数
年

の
舞
穣
か
ら
は
不
岡
と
い
う
。

体
用
練

雷
孝
麓
ね
気
力
も
充
実
し
て
来
て
お
り

来
年
か
ら
の
再
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

テ

ニ
ス
部

（
４６
・的
）
は
ヽ

大
所
帯

に
コ
ｊ
卜
が
弱
女
に
各

一
聞
と
い
る
悪

条
件
の
中
で
藩
騒
。

男
子
は
県
北
で
シ

ン
グ
ル
ス
ニ
位
、

ダ
プ
ル
ス
至
位
、

興

大
会
へ
も
常
時
四
せ

八
テ
ー
ム
を
送
っ

て
い
る
。

女
子
に
し
て
も
．

繋
買

・
慧

欲
が
あ
る
だ
け
に
練
習
揚
不
定
が
無
念

で
あ
る
。

紘

式

テ

ニ
ス
部

（１２

・
邦
）
は
ヽ

最
近
隠
部
教
の
減
少
が
悩
み
。

練
曽
ヘ

の
取
組
み
が
真
剣
な
だ
け
に
優
活
任
期

待
し
た
い
。　
Ｆ

水
球

部

（１４

・
４
）
は
、

一
年
に
男

子
七
名
が
加
入
、

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
で
練
習
密
壼
ね
る
者
も
い
て
来
季
に

期
待
し
た
い
ぅ

今
年
は
県
北
総
合
三
舷

個
人
で
は
小
林
整

（
三
年
）
が
百
、

二

百
平
泳
で
二
立
に
入
っ
た
。

ス
キ

ー
部

（
１２
・姥
）
ヽ

は
シ
ー

ズ

ン
間
近
で
ト
レ
ー

ニ
ン
ダ
に
も
熱
が
入

っ
て
い
る
。

前
シ
ー

ズ
ン
、

案
体
で
は

農
轟
子

会
こ
年
）
が

一
位
、

福
畠
露
也

（
三
年
）
が
男
子
で
三
位
、

そ
の
結
果

関
東
大
会
に
小
原
襲

（
二
年
）
長
崎
由

佳

（
二
年
）
石
田
み
ど
り

（
二
年
）
。

イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
農
崎
が
出
場
し
た
。

野
球
部

（２２

・
Ｇ
）
は
ヽ

一野
弘
１０
名

で
新
チ
ー

ム
と
な
り
、

本
年
四
月
に
１４

名
の

一
宇
生
が
瓶
わ
り
潜
気
が
出
て
い

る
。

公
式
標
閣
議
会
通
嘉
１７
勝
２６
敗
ｇ

分
け
。

夏
の
大
会
は
三
回
戦
で
七
―

六

と
入
闘
闇
に
楢
数
。

ソ

フ
ト
ポ

ー

ル
部

（
０

ユ
１９
）

は
、

今
年
待
望
の
県
大
会
に
出
揚
、

ム

ー
ド
も
上
昇
中
で
あ
る
。

体
操

部

（
３

・
４
）
は
、

華
聾

〈
会

十
二
位
と
、

や
や
低
迷
を
続
け
て
い
る

が
い
練
習
は
毎
日
欠
か
さ
な
い
。

部
貫

の
数
と
や
る
気
づ
く
り
が
発
渋
だ
。

串
球

部

（
Ｈ

・
６
）
は
、

韓
球
玉
国

埼
玉
に
あ
っ
て
、

八
牢
闘
疑
統
で
難
職

の
県
北
代
表
（
三
位
）と
な
っ
て
い
る
ゃ

来
年
地
元
で
欝
機
の
関
東
大
会
へ
の
出

揚
さ
め
ざ
し
て
燃
え
て
い
る
。

陸
上
部

（
１８
・
６
）
は
，

堂羅
策
会

に
丼
土
隆

（
二
年
）
が
三
段
跳
で
六
位

入
贅
し
関
東
大
会
出
揚
を
案
し
た
。

新

八
殺
で
は
、

県
北
大
会
で
男
子
総
合
ユ

舷
、
ト
ラ
ッ
ク
の
部
優
勝
と
力
を
つ

け
、

果
大
会
で
は
五
千
米
で
武
藤
篤
電

（
二
年
）
が
二
位
に
入
艶
し
た
。

昨
年

の
グ
ラ
ン
ド
盤
備
、

本
年
は
照
瞬
設
置

の
期
待
に
応
え
る
顧
欲
溺
々
で
あ
る
。

パ
レ
ー
ポ
ー
ル
部

（
２‐
．
３‐
）

は
、

男
子
も
簡
々
と
力
を
つ
け
果
大
会

出
場
を
案
し
、

新
人
職
で
は
果
ベ
ス
ト

・６
ま
で
上
昇
、

女
子
は
相
変
ら
ず
緊
大

会
へ
の
代
表
糖
書
が
っ
ち
り
、

近
々
も

う
一
歩
大
き
く
策
盤
を
と
襲
り
切
っ
て

い
る
。

パ

ス
ケ

ツ
ト
ポ

ー

ル
部

（２‐
．

封
）
は
、

男
女
と
も
に
果
北
四
位
の
県

大
会
へ
の
代
表
権
題
得
に
あ
と
少
し
の

と
こ
ろ
。

女
子
は
長
勇
着
も
ほ
し
い
と

こ
る
。

ポ

ク

シ

ン
グ
部

命
∵

０

一は
、

ュ
ニ
ー
ク
な
部
と
し
て
濫
目
さ
れ
て
い

た
が
、

本
年
は
バ
ン
タ
ム
級
の
伊
丹
雅

人

（
二
年
）
が
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
出
携

し
て
、

金
田
第
三
乾
入
鋪
の
快
挙
を
栗

し
ま
し
た
。

毎
日

一
時
間
半
の
練
選
を

額
及
上
げ
た
械
乗
で
あ
る
ｏ

豊

山
部

（１９
６０
）
は
、

↓
一国
の
果
大

会
の
他
、

年
閣
六
回
の
自
章
山
行
を
実

施
。

末
年
は
買
の
合
態
が
北
ア
ル
プ
ス

後
立
出
縦
走
、

秋
は
開
八
ケ
霞
縦
走
。

教
顕

岩
　
田

浮

インターハイ出場の伊丹雅人君(右)
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八
）

私
が
本
圧
高
校
か
ら
朝
寵
高
校
に
移

動
し
た
の
は
胡
寧
で
す
か
ら
ゃ

舛
寧
た

っ
た
わ
け
で
そ
の
間
に
、

果
南
に
は
新

設
薇
が
続
々
出
来
て
再
び
新
座
乾
高

へ

移
り
、

現
在
は
北
高
で
非
常
動
講
師
で

す
。

転
在
す
る
度
に
、

や
は
り
移
動
じ

て
ま
か
っ
た
と
。

心
男
共
に
―
・
５

憶
ほ
ど

に
な
り
、

冬
の
ス
キ
ｌ
ｔ

夏
の
線
渡
だ

の
な
つ
か
し
く
思
い
選
し
て
い
ま
す
。

（
親
霞
市
〓
原
三
―
二
七
―
三
七
）

久
保
田
正
義

会
一至
―
四
八
）

今
日
も
恩
師
の
た
よ
り
を
特
集
し
ま
し
た
。

昭
和

３４
年
卒
か
ら
昭
和
４８
年
挙
の
同
窓
生
を
対
象
に
一
〇

名
の
恩
師
に
近
況
を
お
訪
ね
し
た
と
こ
ろ
快
く
御
協

力
が
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
な
つ
か
し
い
お
便
り
を
謹

し
ん
で
報
告
し
ま
す
。

（薄
任
順
・
敬
称
省
略
）

招
和
二
十
芝
年
、

新
制
窮
校
の
発
霊

の
字
母
校
に
新
任
教
師
と
し
て
審
戦
じ

て
か
ら
二
十
五
、

年
ま
た
他
校
の
経
験

を
会
め
て
三
十
八
年
の
教
願
生
活
も
、

本
年
三
角
を
も
っ
て
終
り
今
は
家
庭
て

購
新
雨
競
の
生
活
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
地
域
の
曽
懐
と
親
交
を

深
め
る
と
と
も
に
ゃ

自
由
な
生
活
を
意

義
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
考
っ
て
い
ま

す
。

田
窓
生
の
皆
校
の
む
健
斗
を
折
り

ま
す
。（

本
度
市
北
握

王
ハ
一や一七
ｔ

一
）

嫌
革
と
槙
く
ら
べ
。

茶
の
湯
を
踏
と
し

て
五
ヤ
の
手
雷
い
を
統
け
て
い
ま
す
。

（
高
崎
市
浜
尻
町
九
〇
―

五
）

（
五
四
―
五
四
）

永
年
勤
め
た
母
校
の
本
高
を
昭
和
五

十
四
年
に
選
暇
じ
其
の
後
定
簿
制
で
講

師
と
し
て
勤
め
て
お
り
ま
す
。

考
後
の

生
甲
斐
に
と
日
本
国
の
塾
に
入
組
じ
今

は
六
郎
田
天
鈴
発
生
の
御
指
導
第
一受

け

て
お
り
ま
す
。

御
蔭
様
で
新
葵
術
筋
会

の
会
友
と
な
り
ま
し
た
。

時
々
ス
ケ
ッ

チ
旅
行
を
し
ま
す
が
海
外
へ
は
三
脚
ほ

ど
行
っ
て
勇
聞
を
広
め
て
き
ま
し
た
。

絵
王
球

の
生
活
を
毎
日
送
っ
て
い
ま

す
。Ａ

本
圧
市
日
の
出
二
１

一
―

二
三
）

し
た
。

華
い
健
康
で
す
か
ら
、

こ
れ
か

ら
は

町
の
た
め
に

な
ん
ら
か
の

お
役

に
立
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

本
蔑
の
発
援
を
い
つ
も
練
っ
て
い

ま
す
。

（
児
蚕
部
上
襲
町
鍵
ｔ
〇
八
）

加

藤（二
五
―
王
五
）

本
闘
と
大
鷺
島
を
結
ぶ
校
長
に
、

擦

原
発
生
、

黒
崎
発
生
が
お
ら
れ
ま
す
。

一
期

一
会
と
申
し
ま
す
か
、

本
高
で
始

め
て
裁
師
と
な
り
，０
生
閣
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
だ
け
に
、

未
熟
で
生
意
気
と

は
い
え

。
ひ
を
む
き
だ
っ
た
日
々
が
、

今
は
ほ
ろ
雷
＜
懐
し
く
愚
わ
れ
ま
す
。

・

ま
た
題
任
し
た
生
捷
か
ら
、

飯
島
君
、

竹
本
君
ら
の
ま
き
教
節
が
出
て
，

藩
瞬

闘
窓
会
の
簿
様
、お

久
じ
ぶ
り
で
す
。

昭
稲
常
寧
４
月
児
玉
高
に
転
任

や
年
後

漁
巣
闘
定
数
頭
常
年
、

熊
谷
正
闘
毅
頭

４
年
、

本
学
４
月
浦
和
幾
譲
学
輩
霊
と

な
り
、

陣
善
児
教
薄
は
初
め
て
の
経
験

で
す
が
、

顔
な
じ
み
の
踊
翌

・
生
確
も

出
来
て
楽
し
く
過
む
し
て
い
ま
す
。

態
様
の
御
健
麟
を
お
祈
り
し
ま
す
。

好
き
な
欝
薬

「
継
翻
は
力
な
り
」

趣
昧
　
水
彩
画

・
閣
語
２
段

（
大
霊
郡
岡
部
町
岡
新
田
二
六
四
六
の

四
）

態
に
終
止
符
を
打
ち
ま
し
て
、

今
後
は

山
と
写
真
と
で
満
定
の
い
く
境
地
を
と

考
え
て
い
ま
じ
た
と
こ
ろ
、

講
わ
れ
る

を
群
じ
難
く
六
月
よ
り
金
醸
扇
等
学
校

長
鶴
会
の
事
務
局
長
の
仕
事
を
任
か
さ

（
〓
一十
一‥こと
一一出ハ
）

―

窮

据

が
驚

―

０
よ
る
こ
び
も
　
か
な
し
み
も
襲
に
は

つ
く
Ｌ
難
し
あ
あ
盤
出
の
本
度
高
よ

「
茉
だ
稜
農
四
韓
半
」

０
長
き
日
射
の
優
く
鎮
よ
　
あ
か
ね
襲

金
西
空
に
映
ゆ
る
雄
姿
　
あ
あ
悪
い

出
ず
る
本
度
の
空

静

毎
轟

轟

鞠

羅

韓
開

い

北
嵐
築
常
、

醒
弱
の
韓
は
遂
に
筋
床

麓
沢
発
生
を
神
と
も
敬
す
る
勢
や
つ

れ
あ
あ
態
繊
の
本
度
よ

（
茨
城
果
北
相
馬
部
守
谷
圏
援
町
五
六

九
）

（王
八
―
五
五
）

本
高
を
表
っ
て
以
来
大
塵
武
蔵
野
目

校
に
七
学
、

生
徒
鵜
導
に
忙
殺
さ
れ
つ

つ
頑
強
っ
て
い
ま
す
。

新
窪
が
ら
十
七

年
も
本
高
に
動
め
た
お
醸
で
、

今
だ
に

卒
業
住
驚
毒
と
の
お
っ
き
あ
い
が
続
い

て
い
る
の
は
婚
し
い
事
で
す
。

絶
グ
リ

ー
ン
ハ
‥
モ
ニ
ー
も
健
在
で
コ
ミ
ェ
ニ

テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
解
習
し
て
い
ま
す
。

本
高
へ
帰
れ
る
も
の
な
ら
帰
り
た
い
と

望
郷
の
思
い
界
ら
せ
る
比
の
鎮
で
す
。

（
大
驚
市
露
報
町

一
五
一全
ハ
）

晶
晦い祭
滅
開
葬
緩
空
　
飯
浦
直
説



本 高 岡 窓 会 報 昭和St年 12月官5圏 14)

智害審唇害寄覇晶轟姦窮島霜需島

第 6号

い
　
入
制
度
は
曜
和
五
給
宇
持
田
胡
会
長
の
時
代
に
総
会
の
議
決
承
認
を
得
て

一

高

１

　

茂
本
二
郎

・
上
部
題
子

・
柴

崎
欝

・
競
兎
覇
直

高

２

　

盤

距
被
盟
智

中
圏
蜜

手

津
矢
障
男

・
福
島
満
開

・
立
野
雄

一
・

瓶
藤
銀
吾

高
３

　

丸
岡
エ
イ
子

・
金
子
由
之
勘

・
念
林
陽
子

・
綿
島
好
正

・
佐
々
木
宇

憲

・
海
保
晃

・
斎
藤
報

・
山
本
歌
代
子

・
萩
原
吾
郎

・
書
松
邦
彦

・
山
口
幸
子

・
連
沼
盟
次
郎

・
増
野
☆
夫

・
小
衆
旺

億

・
用
瀬
舞

高

４

　

大
憂
甥
Ｔ

網
駆
γ

田
部

和
子

・
河
田
好
雄

・
坂
本
晃

一
・
田
中

洋
子

・
金
井
近
夫

・
須
藤
賀
子

・
松
本

茂

・
久
藤
寵
子

・
松
康
俊

・
金
井
男
視

・
笹
原
君
偽

・
小
暮
畠
調

・
神
元
光
代

高

５

　

関
日
敏
開

・
金
井
澄
駆

・
驚

田
部
子

・
霊
尾
善
要
江

・
千
耐
米
子

・

風
閣
玉
江

・
岡
田
実

・
高
橋
鉄
二
・

常

木
茂
司

・
出
題
容
紫
子

・
飯
塚
酸
司

・

根
辞
嬢
三

・
野
枝
隠
治

・
本
村
和
韻

・

鈴
木
俊
子

高
６

　

柳
田
伸
首

・
松
村
経
子

・
近

藤
徹

・
編
原
慎

一
・
河
逸
東
子

・
小
林

伸
苦

・
飯
嫁
礼
路

・
栗
原
勝
億

・
町
田

顕

・
青
甑
年
子

・
案
原
美
知
子

・
竹
内

態
業
子

・
高
山
二
雄

・
坂
本
正
彩

・
岡

田
久
子

・
井
田
正
子

・
年
込
ト
シ
子

・

内
田
ふ
き
子

・
飯
島
八
千
代

・
磐
麟
華

彦

・
河
田
弥
代

高

７

　

広
田
み
つ
江

・
巴
行
雄

・
中

島
替
夫

・
大
林
購
美

・
閣
田
道
子

・
小

賀
野
業
麓
子

・
題
藤
武

・
蜂
須
網
穣

・

青
木
六
郎

・
斎
藤
樹

・
小
杉
キ
ミ
子

・

保
坂
溝
哉

高
８

　

趨
轡
光
板

・
盆
蟹
使
子

・
小

沢
和
枝

・
斎
藤
盤
子

・
角
谷
八
千
代

・

晃
婦
治
子

・
小
川
カ
ネ
子

高
９
　
苗
田
濃
子
二
園
地
雅
子
・坂

上
ス
ミ
ユ

・
村
岡
停

一
・
加
藤
慰
調

・

西
用
公
子

・
首
郡
貞
治

・
木
村
椀
子

・

納
晃
闘
子

・
藤
闘
絹
偽

・
鶴
頼
邦
夫

・

盟
圏
紀
美
子

・
織
麓
秘
梗

・
高
縮
男
母

・
坂
本
書
夫

高
１０
　
中
野
港
司
・寿
土
車
〓
・
粟

原
ノ
リ
子

・
答
田
紀
妻
代

・
白
井
昭
子

寓
‐２
　
麗
根
邦
保

高

‐４

　

牛
【一一京

散

一
途

雫

懸
棄
子

・
轟
劉
題
各
横

・
大
沢
浮
子

・
小
野
葵

彦

・
丸
山
第

・
目
部
彰

・
首
閣
俊
子

高
崎
　
野
求
勝
子
ゑ
纂
軽
本惑
子

高
補
　
溝
部
満
佐
子
二
終
醇
轟
Ｔ

矢
臼
公
枝
・木
村
幸
子

高

１７

　

飯
露

子

・
麗
崎
ぷ
辞
子

・

廉
田
弱

・
小
暮
潜

↓
・
小
林
照
管

・
顔

越
純
子

・
永
野
史
代

・
前
田
修

一
郎

・

松
本
真
銅

高

１８

　

魚
選
髄
経

品
智
五芳
男

・
幸

題
援
二
・
田
中
震
夫

・
田
中
欝
夫

・
烏

羽
登

・
編
原
直
瞬

・
苦
田
級

一

高

１９

　

植
原
覇
嬢
・
内
閣
規
贈

・
恩

田
題

・容

薔

，
製

轟

拳

計
原
子

高
２０

　

新
辞
邦
洋

・
大
擦

一
男

・
門

自
実

・
佐
藤
雄
電

・
驚
本
英
夫

・
鈴
木

鶴
子
・
中
決
広
志

・
中
閉
守

・
平
野
す

み
子

・
首
内
由
紀
子

・
日
黒
輝
久

定
打
　
金
井
Ｘ
益
ゆ
・設
基
墓
容

定
１６
　
大
塚
宏

定

１８

　

池
田
修
瀬

・
大
揚
正
弱

・
小

林
正
夫

定

１９

　

大
塚
案

・
豊
田
朱
実

・
線
原

襲別
８
　
韓
肇
光
子

謹
　
生
目

す
で
に
終
身
会
費
を
納
入
い
た
だ
い

た
方
で
も
踏
和
三
十
四
年
卒
か
ら
昭
和

四
十
三
年
卒

（
高
Ｈ
ｌ

高
２０
答
、

定
的

―
定
１９
奔
、

別
７
１
別
Ｈ
挙
）
の
方
々

に

「
郵
震
銀
轡
用
紙
」
が
関
封
さ
れ
ま

す
の
で
払
込
ま
な
い
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

小
沢
徹
之

翻
田
修

や
郎

堅

醤

駒
沢
文
雄

佐
酵
雄
調

，
中
西
守

・
中
沢

多
田
丞

産
面
碗
子

加
細

一

鳥
村
弘

松
康
和
三

鶴
原
利
久

・
江
原
俊
夫

立
野
舞
二
・
佐
藤
麗
子

小
林
払
子

栗
原
導
代
子

犠
測
寄
付

高
楠
美
典
　
一
〇
、

〇
〇
〇

腕
鎮
佳
治
　
一
〇
、

〇
〇
〇

【
高
校
“
囲
１
２０
回
再
絹
】

高

Ｈ

　

萩
原
鋭
・
入
和
男

・
関
根
義

夫

・
江
原
飾
子

・
野
田
邦
雄

・
小
林
明

子

・
松
日
澤
子

・
山
日
米
作

・
湯
没
紳

夫高

１２

　

新
井
栄
治

・
木
村
正
盟

・
久

傑
田
幸
〓
郎

・
小
審
棄
智
枝

・
小
林
晶

・
中
野
朋
子

・
関
横
邦
保

・
能
勢
栄

一島
１３

　

石
観
祐
艶

・
小
沢
徹
之

・
大

塚
震
雄

・
久
僚
構
子

・
中
村
鱗

・
福
島

八
郎

・
加
納
弘
子

申 会

込 費

と と
こ
ろ き

鎌
懃
納
入
者
芳
名
０

卒
業
年
度
剛

（
敬
称
路
）

（６‐
．
４
●
１
１
に
・１２
納
八
着
）

旧
中
２
　
編
原
麓

旧
中
４
　
鈴
木
一一部

旧
中
１５
　
横
尾
四
郎
・念
林
浮
・
新

丼
捷
億

旧
中
１７
　
江
１１１
都
夫
・田
畠
聾
泊
・

八
本
一郎

旧
中
抑
　
高
出
晃
二
里
庁昭
三

旧
中
２２
　
中
田
簿
二

阻
中
２３
　
綿
貫
昭
・川
婚
盈
座
・田

村
隆

併
中
―

高
野
鮨

旧
女
１５
　
斎
藤
富
子

旧
女
１８
　
阿
久
沢
選
手

旧
女
１９
　
佐
々
木
久
栄

女
併
女
２

井
河
栄
子

支
部
役
員

本
庄
班
底
軽
合
支
部
長

止
皇
地
区
支
部
長

児
玉
地
区
支
部
長

美
盤
地
区
支
部
長

紳
川
地
区
支
部
長

紳
泉
地
区
寛
部
長

深
谷
地
区
支
部
長

蕗
題
地
区
支
部
長

熊
谷
地
区
支
部
長

果
庁
緊
南
支
部
長

伊
勢
崎
地
区
支
部
長

東
京
地
区
支
部
長

本
度
市
役
所
支
都
霊

工
■

ザ
イ
業
部
長

沖
電
気
支
部
長

新
年
懇
親
会

と

き

親
睦
会

二
月
十
四
日

（
士
）
午
後

本
電
市

・
五
州
圏

支
部
長
会
議

午
後
三
簿

泰

親

会

午
後
五
簿

三
千
再

一
月
二
十
日
逐
岡
窓
会
事
務

所
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

盆顧
ハ
吾

六
十
二
年
六
月
五
日

（
主
）

午
後
王
障

本
圧
市
埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル総
会
、記

念
音
薬
会
、親

陸
会

（
お
襲
着
）
会
袋
三
十
円

立
用

大
作

荒
審

縫

闘

轄

新
井
饉
士
醸

塞

籍

新
舞

一髄
鶴

関
田
　
一
部

朝
盟
奈
朝
雄

西
村

茂
雄

高
橋

葉
こ

小
此
本
慧

一

冨
盟
　
十二
郎

黒
田
　
！達
雄

番
日

伸
康

黛

整

昭
和
６２
年
度

欝刷 ・協立節81t株式会社


